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2 2014（平成26年）

　本年４月からの消費税引上げに伴い、運賃支払いにパスモやス
イカなどのICカードを利用している場合には、鉄道やバス会社の
判断により、１円単位運賃も登場します。現金で切符を購入する
自動券売機では従来どおり10円単位の運賃です。ICカード運賃は、
現金運賃と同額かそれより安くなることを基本としています。

消費税引上げで鉄道・バスに１円単位運賃も

2月の税務と労務2月 （如月）FEBRUARY
11日・建国記念の日
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国　税／ 平成25年分所得税の確定
申告 2月16日～3月17日

 （還付申告は申告期間前でも
 受け付けられます）
国　税／ 贈与税の申告

 2月1日～3月17日
国　税／ 1月分源泉所得税の納付

 2月10日
国　税／ 12月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 2月28日

国　税／ 6月決算法人の中間申告
 2月28日

国　税／ 3月、6月、9月決算法人の消費
税等の中間申告

（年3回の場合） 2月28日
国　税／ 決算期の定めのない人格な

き社団等の法人税の確定申
告及び納付 2月28日

地方税／ 固定資産税の第4期分の
納付
 市町村の条例で定める日

うめ
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我
が
国
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
と
も
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
外
食
産
業
の
市
場
規
模

が
縮
小
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
個
々
の
飲
食
店
が

集
客
力
を
高
め
る
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１　

外
食
産
業
の
市
場
規
模

　

外
食
産
業
総
合
調
査
研
究
セ
ン
タ

ー
の
調
べ
で
は
、
世
帯
一
人
当
た
り

外
食
支
出
額
や
法
人
交
際
費
な
ど
の

減
少
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
の

外
食
産
業
の
市
場
規
模
は
、
前
年
度

よ
り
一
・
七
％
減
の
二
三
兆
四
七
五

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
蕎
麦
・
う
ど

ん
店
、
寿
司
店
な
ど
「
飲
食
店
」
の

市
場
規
模
は
、
一
二
兆
二
、二
八
二

億
円
で
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

外
食
産
業
全
体
の
業
態
別
構
成
比

で
は
、
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
最
も

高
い
三
七
％
で
、
寿
司
店
は
六
％
、

蕎
麦
・
う
ど
ん
店
は
五
％
、
そ
の
他

飲
食
店
は
六
％
。
飲
食
店
以
外
で
は
、

喫
茶
店
・
酒
場
・
料
亭
・
バ
ー
等
の

「
料
飲
主
体
」
が
二
〇
％
、
学
校
・
事

業
所
・
病
院
等
で
の
「
集
団
給
食
」

が
一
四
％
、そ
の
他
が
一
二
％
で
す
。

　

飲
食
店
は
、味
が
今
ひ
と
つ
と
か
、

接
客
・
応
対
が
悪
い
、
不
衛
生
、
雰

囲
気
な
ど
、
客
が
不
満
を
持
て
ば
二

度
と
足
を
運
ば
な
く
な
り
ま
す
。
近

所
に
新
し
い
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
な

と
思
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
経

営
者
が
変
わ
っ
た
り
閉
店
す
る
こ
と

が
多
い
の
も
外
食
産
業
の
特
徴
で
す
。

　

飲
食
店
の
市
場
規
模
は
、
こ
こ
十

年
間
は
国
内
課
税
所
得
総
額
と
連
動

し
て
浮
き
沈
み
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
展
開
す

る
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
は
売
上
を
伸
ば

し
て
お
り
、
個
人
経
営
の
飲
食
店
に

と
っ
て
か
わ
っ
て
成
長
を
続
け
て
い

ま
す
。

２　

外
食
支
出
額
、
今
後
は
微
減

　

と
こ
ろ
で
、
外
食
産
業
の
将
来
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
総
務
省

統
計
局
が
五
年
ご
と
に
ま
と
め
て
い

る
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
の
平
成

二
十
一
年
版
に
よ
る
と
、
各
世
帯
の

一
カ
月
当
た
り
の
外
食
に
か
か
る
食

料
品
支
出
額
は
、
単
身
・
男
で
平
均

四
万
八
、四
四
六
円
、
単
身
・
女
で

平
均
三
万
七
、〇
二
二
円
、
二
人
以

上
の
世
帯
で
平
均
六
万
八
、八
三
三

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
平
均
支
出

額
は
各
世
帯
と
も
に
こ
の
先
さ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
も
の
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
、
人
口
の
減
少
に

加
え
て
二
人
以
上
の
世
帯
が
減
る
一

方
で
単
身
世
帯
の
増
加
が
予
測
さ

れ
、
外
食
需
要
の
変
化
も
金
額
に
し

て
微
減
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
数
年
経
っ
た
今
も
前
年
売
上
を
下

回
る
飲
食
店
は
増
え
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
て

東
京
湾
岸
エ
リ
ア
を
中
心
に
飲
食
店

の
開
業
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
の
出
店

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
団
塊
世

代
の
所
得
の
減
少
、
若
年
層
の
ア
ル

コ
ー
ル
離
れ
な
ど
の
要
因
も
あ
り
、

全
体
で
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

現
役
世
代
が
減
少
す
る
一
方
で
高

齢
者
世
代
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、

二
人
以
上
世
帯
の
減
少
と
単
身
世
帯

の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
顧
客
層
の
こ
の
よ
う

な
変
化
に
う
ま
く
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

３　

型
別
に
み
る
飲
食
店
の
特
徴

　

こ
こ
で
、
色
々
な
型
が
あ
る
飲
食

店
の
特
徴
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
低
価
格
志
向
型

　

三
〇
〇
円
均
一
居
酒
屋
や
三
九
〇

円
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
低
価
格
路
線
を
と
っ
て

い
る
業
態
は
、
比
較
的
客
数
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
低
価
格
を
供
給
で
き
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い

る
店
を
除
き
、
売
上
の
頭
打
ち
が
現

実
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
低
価
格

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
原
価
を
絞

り
込
む
だ
け
で
な
く
、
人
件
費
も
圧

縮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
人
当

た
り
の
労
働
量
が
増
加
し
、
長
期
的

に
み
る
と
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、

顧
客
満
足
度
が
必
ず
し
も
上
が
っ
て

い
な
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
型
の
飲
食
店
は

資
金
的
に
余
裕
の
あ
る
外
食
チ
ェ
ー

外食　
　産業

の
現状
と
将来
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ン
店
や
大
規
模
店
に
向
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

○
複
合
業
種
型

　

飲
食
店
だ
け
で
な
く
、
今
後
進
展

す
る
高
齢
化
社
会
を
考
慮
し
て
、
外

食
と
は
別
に
、
総
菜
や
弁
当
な
ど
の

調
理
済
み
食
品
を
自
宅
で
食
べ
る「
中

食
」
を
重
視
し
て
弁
当
等
の
宅
配
を

行
っ
た
り
、
食
事
中
心
か
ら
ア
ル
コ

ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化
す
る
な
ど
供

給
要
素
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
顧

客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
拡
大
し
、
結
果
と

し
て
売
上
を
維
持
し
て
い
る
店
舗
が

こ
こ
数
年
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
型
の
場
合
、
複
合
型
自
体
が

流
行
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
既
存

の
売
上
を
補
う
た
め
、
ス
タ
イ
ル
を

転
換
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
背
景

が
あ
り
ま
す
。

○
個
性
を
押
し
出
す
店

　

店
舗
面
積
が
狭
く
、
内
装
も
特
段

た
い
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
味
や

メ
ニ
ュ
ー
の
絞
り
込
み
で
繁
盛
し
て

い
る
店
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

型
式
の
飲
食
店
で
は
、
そ
の
事
業
者

の
意
識
・
こ
だ
わ
り
の
表
明
も
繁
盛

し
て
い
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
店
の
雰
囲
気
に
も
よ
り
ま

す
が
、
ジ
ャ
ズ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど

の
音
楽
を
流
し
た
り
、
店
内
の
装
飾

等
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
な
ど
、
他

の
店
と
の
差
別
化
で
違
い
を
出
し
て

い
る
店
も
あ
り
ま
す
。

○
食
材
徹
底
型

　

農
家
か
ら
産
地
直
送
の
野
菜
、
無

農
薬
野
菜
、
漁
師
か
ら
直
接
仕
入
れ

た
海
産
物
な
ど
、食
材
に
こ
だ
わ
り
、

他
店
が
簡
単
に
真
似
の
で
き
な
い
仕

入
れ
努
力
を
し
て
い
る
店
が
あ
り
ま

す
。

○
販
促
重
視
型

　

売
上
が
減
少
す
る
と
、
利
益
確
保

の
た
め
に
人
件
費
や
原
価
な
ど
コ
ス

ト
削
減
に
向
か
う
店
が
多
い
中
、
積

極
的
に
販
促
活
動
を
行
い
、
競
合
店

か
ら
顧
客
を
奪
取
す
る
意
識
が
強
い

店
が
売
上
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
型
式
で
は
、
顧
客
・

周
辺
地
域
の
分
析
や
販
促
の
効
果
測

定
な
ど
、
ロ
ス
の
な
い
効
率
的
な
販

促
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

４　

失
敗
事
例

　

何
も
し
な
い
ま
ま
景
気
回
復
を
待

っ
て
い
て
は
、
仮
に
好
景
気
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
飲
食
店

は
業
績
回
復
に
至
ら
な
い
の
が
競
争

社
会
の
常
で
す
。
あ
る
程
度
の
売
上

水
準
を
定
め
て
、
そ
れ
以
上
の
売
上

を
上
げ
れ
ば
利
益
の
還
元
を
従
業
員

に
行
う
こ
と
な
ど
を
目
標
に
、
現
状

を
打
開
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
自
己
の
力
量
の
範
囲
を

見
定
め
て
行
動
し
な
い
と
失
敗
に
つ

な
が
り
ま
す
。
東
京
・
Ｓ
区
を
本
拠

と
す
る
ラ
ー
メ
ン
店
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

　

個
人
創
業
で
出
店
し
、
ス
ー
プ
の

だ
し
は
鶏
の
丸
（
大
雛
）
と
国
産
豚

の
背
脂
に
加
え
ま
ぐ
ろ
節
と
い
う
こ

だ
わ
り
の
製
法
で
、
当
地
に
行
か
な

け
れ
ば
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ラ

ー
メ
ン
と
し
て
徐
々
に
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

出
店
か
ら
九
年
後
に
は
四
店
舗
体

制
と
す
る
と
と
も
に
麺
・
ス
ー
プ
・

具
材
の
製
造
会
社
を
設
立
し
創
業
者

の
長
男
を
社
長
に
就
任
さ
せ
て
、
同

社
か
ら
材
料
を
購
入
す
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
を
確
立
。
そ
の
後
は
一
店
の

閉
鎖
も
な
く
一
三
店
ま
で
店
舗
数
を

拡
大
。
出
店
か
ら
二
十
年
で
有
限
会

社
か
ら
株
式
会
社
と
し
、
二
十
二
年

後
に
は
一
七
店
舗
に
達
し
売
上
は
ピ

ー
ク
と
な
る
約
一
五
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
翌
年
あ
た
り
か
ら

経
営
が
徐
々
に
傾
き
始
め
ま
し
た
。

新
規
出
店
を
展
開
し
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
全
体
で
み
る
と
売
上
は
増
え

て
い
ま
す
が
、
出
店
店
舗
の
ま
わ
り

に
あ
る
他
の
ラ
ー
メ
ン
店
は
価
格
が

廉
価
な
チ
ェ
ー
ン
店
が
多
く
な
り
、

値
段
が
高
め
の
メ
ニ
ュ
ー
構
成
で
あ

る
同
社
で
は
集
客
維
持
が
難
し
く
な

り
、
徐
々
に
存
在
感
が
薄
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
店
舗
展

開
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、
集
客
力
の
減
少
を
挽
回
す
べ

く
さ
ら
に
三
店
舗
の
出
店
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ー
プ
に
使
用
す
る

水
な
ど
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
を
持
た

せ
る
た
め
、
約
八
億
円
を
投
じ
て
隣

県
に
工
場
を
建
設
し
、
そ
の
工
場
の

運
営
を
長
男
の
製
造
会
社
に
一
任
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
も

多
額
に
の
ぼ
る
工
場
建
設
資
金
が
大

き
な
重
荷
と
な
り
、
五
店
舗
を
閉
鎖

す
る
も
売
上
は
大
き
く
減
少
し
三
年

連
続
で
赤
字
を
計
上
。
ま
も
な
く
自

己
破
産
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

多
店
舗
化
や
設
備
投
資
を
行
う
際

に
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
等
も
考
慮
す

る
と
と
も
に
自
己
の
能
力
も
把
握
し

て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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　伝統産業とは何か。いろいろな人に訊ね
てみたところ、十人十色の答えが返ってき
ました。まとめてみると、次の三つになり
ました。
第一は古い産業
　長く続いている産業という意味です。し
かしながら、古さについてはまちまちです。
近代以前とするもの、産業革命以前という
もの、戦前というものまであって、年限は
明確ではありません。
第二は土着産業
　地域産業とか地場産業の意味です。しか
し、大体今あるものは、ほとんど中国その
他外国から渡来してきており、これが定着
したものが今の伝統産業です。舶来のもの
は伝統産業ではないとすると、一体どれが
残るのか分かりません。
第三は手仕事の産業
　手仕事、手づくりという条件には、大体

合意が得られそうです。これも厳格に機械
を使わないと考えると、伝統産業のほとん
どは対象とならなくなります。

　このようなイメージは正しくないとは言
えませんが、これらから次のような特質は
探り出せます。
　まず、古い産業であることから、いまや
老衰枯死一歩前という翳りがあるものの、
長く生き続けたたくましいバイタリティー
の存在を知ることができます。
　二番目は、土着の産業であることから、
例えば、京都の和服のように千年の古都が
育んできた伝統の文化を感じます。
　三番目に、手仕事であることは、手間暇
かけて作られた、誠実でごまかしのないも
のであるとともに、それだけに値段も高い
ものであるということです。
　このような伝統産業に携わる人達は「こ
の道一筋」といわれますが、逆に偏屈で頑
迷を固執するために現在の潮流に埋没する
恐れが出ています。

　実店舗を運営する小売業者はネット通信
販売（＝ＥＣ）への取り組みを強化してい
ます。
　2012年の個人向けネット通販市場は
9.5兆円（対前年比12.5％増）へと拡大。
ネット通販の浸透率を示すＥＣ化率も小
売・サービス業では3.1％（対前年比0.3％
増）になりました。
　業種別にみますと、衣料・アクセサリー
小売業、医薬化粧品小売業、宿泊・旅行業、
飲食業の伸びが目立ちます。一方、ネット
通販業者の方は大手の楽天等に加え、ファ
ッションや旅館の宿泊予約専門企業が台頭
してきています。
　こうした中、大手スーパーでも、インタ
ーネットで注文を受け、個人宅へ商品を配
送するネットスーパーを強化するなどの取
組みを本格化しています。
　これらネット通販市場の拡大は宅配便の
市場を拡大させる、といった影響を与えて
います。

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ａ
氏
は
、

後
継
経
営
者
の
教
育
と
職
人
の
育
成

は
似
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

昔
は
職
人
に
な
る
た
め
に
は
、
誰

も
教
え
て
く
れ
な
い
、
た
だ
朝
か
ら

晩
ま
で
先
輩
の
や
る
事
を
見
習
う
の

だ
と
、
後
ろ
姿
を
勉
強
せ
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
で
も
、
経
営
者
と
し
て

人
の
上
に
立
つ
者
に
対
し
て
は
結
局
、

真
向
き
で
話
す
よ
り
も
横
顔
で
教
え

る
、
あ
る
い
は
後
ろ
姿
で
教
え
る
と

い
う
こ
と
の
方
が
効
果
が
あ
る
と
い

い
ま
す
。

　

真
向
き
で
言
っ
て
い
る
の
は
言
葉

だ
け
に
な
り
、
そ
う
で
な
く
て
、
横

顔
で
一
心
不
乱
に
や
っ
て
い
る
姿
を

見
せ
る
。
そ
の
姿
に
職
人
に
な
ろ
う

と
す
る
者
、
あ
る
い
は
会
社
経
営
を

継
ご
う
と
す
る
者
は
心
を
打
た
れ
る

わ
け
で
す
。

　

横
顔
、
後
ろ
姿
を
見
る〝
見
習
い
〟

と
い
う
良
い
制
度
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

伝統産業とは

インターネット通販
見
習
い


